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■本の間から出てくるモノあれこれ 

時々、返却された本の間から色々なモノが出てきてびっく

りすることがあります。手作りのしおりや思い出のハガ

キ、なかにはお札が挟まっていることも！ 

お返しの際は、あなたの大切なモノを挟んだままにしてい

ないか、今一度ご確認ください。 

１階特集展示 世界の「食」 

１階特別展示 第169回直木賞受賞！垣根涼介氏 特別展示（～8/3） 

２階特集展示 シーボルト来日200周年 

         「シーボルト来日200周年記念事業」連動展示 

２階特別展示 未来のために平和を考える（～8/17） 

ＹＡ特集展示 読書感想文におすすめの本  

ＹＡ投稿展示 部活あるある募集 

児童特集展示 調べる学習にちょうせん！  

児童ミニ展示 ドキドキ！ぞくぞく！おばけ・妖怪のはなし  

児童特別展示 読書感想文におすすめの本  

 

被爆地・長崎を舞台にした青来有一氏の 

小説を映画化。 

大切な人を亡くした者同士が出会い、 

悲しみを共有しながら生きることに 

希望を見出していく姿を描く。 

定期上映会 「爆心 長崎の空」 

8月18日(金)  14：00～15：40 

          18：00～19：40 

8月28日(月)  14：00～15：40 

  

申込 

不要 

原作：青来 有一 『爆心』 
監督：日向寺 太郎 
出演：北野きい 稲森いずみ ほか 
制作：2013年 日本 

 

開館状況やイベントの詳細・開催状況は、図書館のホームページ・SNS・館内ポスターをご確認ください。 

https://lib.city.nagasaki.nagasaki.jp/
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うつくしすぎる世界の動物 

 

ベン・ホアー/文 ダニエル・ロング/絵 

アンジェラ・リッツァ/絵  

ダニエラ・テラッツィーニ/絵 

高里  ひろ/訳 

主婦の友社 

2020年刊 

ラベル:480.4ホ(2階大型) 

生きものたちのつくる巣109   

 

鈴木 まもる/文・絵  

エクスナレッジ  

2015年刊 

ラベル:481.7ス(2階フロア) 

目を奪われるような装丁がほどこされた本書。ページをめくると、

見開きごとに美しく迫力ある動物たちの写真やイラストが現れる。

生態の解説のほか、目からウロコなトリビアも掲載。 

私たち人間に住む家があるのと同じように、生きものたちにも住ま

いといえる巣がある。深海生物や鳥、動物、昆虫など109の巣を、

細やかなタッチのイラストと断面図で紹介。工夫を凝らした個性あ

ふれる巣の数々。身の回りにないか、思わず探したくなってしまう

かも？ 

五十嵐 杏南/著  

笠間書院  

2022年刊 

ラベル:P468イ(2階環境) 

あるとき父が母になるクマノミ、他人に子育てさせるカッコウな

ど、生き物たちの不可解な行動には理由がある。生き残りをかけ

て採用した生存戦略の謎と、現在も進化し続ける生態的変化をわ

かりやすく解説。 

イノチノウチガワ  

X線写真で見る生き物の世界  

 

アリー・ファン・ト・リート/写真 

ヤン・パウル・スクッテン/文 

野坂 悦子/訳 薬袋 洋子/訳  

今泉 忠明/監修  

実業之日本社  

2022 年刊 

ラベル:480リ(2階フロア) 

ネコ・かわいい殺し屋 

生態系への影響を科学する 

 

ピーター・P.マラ/著  

クリス・サンテラ/著 

岡 奈理子/訳 山田 文雄/訳  

塩野崎 和美/訳 石井 信夫/訳 

築地書館  

2019年刊 

ラベル:K645.7マ(1階暮らし) 

愛玩動物として多くの人を魅了する反面、優れたハンターとしての

顔も持つネコ。野放しネコが野生生物へ与える深刻な被害と、媒介

される人獣共通の感染症の脅威。その他、ネコと環境、そして人と

のかかわりについて科学的なデータをもとに検証する。 

独自の視点で生き物の驚くべき生態や特性を紹介した本を集めました！ 

松原 始/著  

山と溪谷社  

2022 年刊 

ラベル:B481.7マ(1階文庫) 

X線写真だと、外側からではわからない体の構造が見える。   

サソリやウナギ、カモやモグラなど、さまざまな生き物の骨格や

生態の不思議を紹介する。 

カモメはゴミあさりの常習犯？アライグマは実はとても獰猛？

「かわいい」「賢い」「凶暴」「汚い」など、生き物の見た目や

生き方にまつわる固定観念と誤解を、動物行動学の視点から取り

払う、動物愛にあふれた一冊。 

カラスはずる賢い、ハトは頭が悪い、サメは狂暴、

イルカは温厚って本当か?   

生き物たちよ、なんでそうなった!?  

ふしぎな生存戦略の謎を解く  


